
秋田県生涯学習センター ２０２６年度調査研究事業 

  障害の有無にかかわらず、誰もが共に楽しむことができる「モルック」を通して交流を深めるイベントを実施

しました。昨年度の体験交流会を経て、あきたWithの共催により、今年度「第１回あきたWith杯モルック交流

大会」として開催し、大会には１６チーム、６３名が参加しました。結果は、優勝「あきた With B」、準優勝「栗田

B」、３位「Connect Smiles B」となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【モルック交流大会の様子】                                      

今大会では、障害のある方から小さな子どもまで安全に楽しめるように、紙製のモルックを使用したほか、一

般に推奨されているサイズより小さめのコートを設営し、モルックを投げる位置を参加者の実態に応じて調整す

るなどの工夫をしました。ゲームが始まるとチームの仲間の応援だけでなく、対戦チームのナイスプレイにも歓

声や惜しみない拍手が送られました。「モルック」というスポーツとしての面白さに加え、参加者同士が言葉を

交わし、楽しい時間を共有することで、会場全体が笑顔に包まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回あきたWith杯モルック交流大会 

日  時：令和８年８月２日（日） ９時００分～１２時００分 

会  場：秋田県生涯学習センター ３階 講堂 
参加者：秋田市身体障害者協会員、生涯学習センター利用者、特別支援学校在校生・卒業生・保護者、 

あきたWitｈ※関係者（計６３名） 

※あきたWithは、秋田県生涯学習センターの学習活動の趣旨に賛同した県内企業で設立した非営利任意団体 

【参加者の声】 

・モルックを初めてやったけど、とても楽しかった。また来年も参加したい。（特別支援学校卒業生） 

・自分でモルックを投げることが難しくても、補助具を使って自分なりの方法で投げることができた。親子で 

楽しむことができた。（特別支援学校在校生保護者） 

・スキットルが倒れても倒れなくても、たくさんの応援や拍手がもらえてうれしかった。（生涯学習センター利用

者） 

・障害の有無にかかわらず、たくさんの方がモルックを楽しみ、笑顔で交流する様子を見ることができて本当

にうれしい。（あきたWith関係者） 

ナイスプレイには会場が一体となって

みんなで拍手！ 

みんなでモルックを楽しみ、広がった交流の輪 

モルックの投げ方は自由。スロープを

使ってモルックを転がしました！！ 

優勝目指して１６チームがエントリー 

ねらったとおりにスキットルを倒して

モルックの楽しさを実感！ 


